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　今年度は日々の暮らしの中で、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた年ではな
かったでしょうか。私たちの暮らし、仕事や学校、社会といった様々なところで新型コロナウ
イルス感染症を意識し、「新しい生活様式」に対応した生活が求められた年だったと思います。
　福祉施設や事業所でも、様々な課題が生じています。外部からの接触を極力避けるため、
家族との面会制限はもちろんですが、面会ができても窓越しでの会話であったり、様々なイベ
ントや、月に１回程度、自宅に帰ることを楽しみにしている方に自粛をお願いしたりと、余暇
活動にも影響が出ており、我慢せざるを得ない状況が続いています。
　そのような状況の中、福祉施設・事業所は感染症対策に細心の注意を払っていますが、行
政から緊急入所等を求められることもあり、その方が行ってきた感染症対策が不透明なため、
高いリスクを背負っています。
　さらに、災害時においては福祉避難所としての役割を求められる部分もあり、感染症対策と
災害時の支援といった非常に難しい対応も求められています。
　また、視覚障がいのある方は、移動時、徒歩や公共交通機関を利用しますが、介助が必要な
場合があります。その際、肩に触れたり、近距離での会話等といった対応が避けられないため、
外出することが困難になったという声も聞かれます。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、社会において、様々な課題が浮かび上がっています
が、次のページでは、このような状況下でも忘れてはならない、「人と人との繋がりの大切さ」
について、福岡県福祉情報センター障がい者福祉専門委員会 委員長であり、筑紫女学園大学 
教授の山﨑安則氏にお話を伺いました。

コロナ禍における新しい生活の中で
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
し
い
生
活
の
中
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
）
が
日
本
に
上
陸
し
て
１
年
が

経
過
し
た
。

　

全
国
一
斉
に
発
出
さ
れ
た
４
月
の
緊

急
事
態
宣
言
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
・
領
域

に
想
像
以
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

見
え
な
い
恐
怖
と
不
安
が
蔓
延
し
感

染
者
が
急
増
す
る
と
い
う
危
機
感
の
な

か
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は「
命

を
守
る
」
と
い
う
こ
と
と
「
感
染
防
止
」

を
最
優
先
に
力
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
む

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
私
た
ち
は

第
一
波
の
経
験
か
ら
、「
３
つ
の
密
（
密

集
・
密
接
・
密
閉
）」
を
避
け
る
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
手
洗
い
・
手
指
消
毒
等
の

基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
を
習
得
し
て

き
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
不
要
不
急
と
し
て

職
場
や
学
校
で
は
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
奨

励
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
人
や
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
直
接
的
な
「
つ
な
が
り
」

「
交
流
」
を
閉
ざ
す
こ
と
で
感
染
予
防

対
策
と
し
て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
閉
塞
感
や
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
る
人
た
ち
の
実
態
が
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
報
じ
ら
れ
た
。

　

改
め
て
、
私
た
ち
は
、「
つ
な
が
り
」

を
ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
を
再
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
も
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
社
会
的
に
距
離
を

置
く
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
と
人

の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

感
染
予
防
の
た
め
に
身
体
的
・
物
理
的

な
距
離
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う

主
旨
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」か
ら「
フ
ィ

ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と
い
う
言

い
方
に
改
め
て
い
る
が
、
今
も
日
本
で

は「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」と

い
う
言
葉
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

に
成
功
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
、「
セ
イ
フ
・
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
福
祉
大
学 

副
学
長 

原
田
正
樹

氏
は
「
ふ
く
し
と
教
育
」
の
中
で
、
こ

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

感
染
防
止
や
感
染
予

防
が
行
き
過
ぎ
る
と

「
排
除
」
や
「
隔
離
」
に

つ
な
が
る
。

　
「
私
た
ち
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
反

省
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

感
染
者
を
「
隔
離
」
す
る
こ
と
に
注

視
し
す
ぎ
る
と
、「
排
除
」
す
る
こ
と
が

当
然
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

感
染
し
た
人
の
こ
と
、
そ
の
家
族
の

こ
と
、
関
係
者
の
こ
と
を
思
い
や
り
、

そ
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
治
療
に
当
た

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
に
し
た
い
。」

と
述
べ
て
い
る
。

　

福
岡
県
内
で
も
、
医
療
や
福
祉
の
現

場
で
働
い
て
い
る
関
係
者
が
周
囲
か
ら

差
別
さ
れ
、
排
除
さ
れ
る
と
い
っ
た
事

態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
、

病
院
や
福
祉
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
職

員
の
子
ど
も
が
学
校
や
保
育
所
で
い
じ

め
の
対
象
に
さ
れ
た
り
、
通
所
施
設
や

事
業
所
を
利
用
し
て
い
る
人
が
疑
わ
れ

た
り
、
感
染
し
た
人
が
自
己
責
任
を
問

わ
れ
離
職
し
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
偏

見
や
差
別
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
無

視
で
き
な
い
悲
し
い
現
実
で
あ
る
。

筑紫女学園大学　教授　山﨑　安則　氏

プロフィール
東北福祉大学社会福祉学部産業福祉学科卒業。

肢体不自由児施設、重症心身障害児施設で児
童指導員として働く。知的障害児通園施設、身
体障害者療護施設では、地域療育拠点施設事
業のコーディネーターを兼務、現職に至る。

福岡県社会福祉協議会　福岡県福祉情報センター
障がい者福祉専門委員会　委員長
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コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
新
た
な「
つ
な
が
り
」の
再
構
築

が
注
目
さ
れ
た
。
特
に
、
教
育
現
場
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
称
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
が
普
及
し
た
。

ま
た
、
職
場
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

と
称
し
て
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
楽
し
く
過

ご
す
新
た
な
需
要
を
生
み
出
し
た
。

　

い
ず
れ
も
急
速
に
拡
大
し
た
だ
け

に
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
わ
ず
、
ま
す
ま

す
格
差
が
拡
が
っ
た
と
い
う
指
摘
も

あ
っ
た
。

　

私
が
勤
め
る
大
学
教
育
の
現
場
で

は
、
前
期
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

と
な
り
、
教
員
は
教
材
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
多
く
の
作
業
に
追
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
受
講
す
る
学
生
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
受
信
機
が
整
わ
ず
ス
マ
ホ
で

受
講
す
る
な
ど
支
援
が
十
分
に
届
か
な

い
ま
ま
見
切
り
発
車
し
た
と
こ
ろ
が
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。
後
期
に
入
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落
ち

着
き
を
見
せ
た
こ
ろ
か

ら
、
一
部
の
科
目
に
限

り
対
面
式
に
よ
る
授
業

が
再
開
さ
れ
、
後
期
の

授
業
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
年
末
年
始
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
速
な
拡
大
に

伴
い
、
年
明
け
１
月
７
日
（
木
）、
栃
木

県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈

川
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
京
都
府
、
大

阪
府
、
兵
庫
県
、
福
岡
県
に
２
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
と
併
せ
て
、「
法
的
な
強
制
力

を
持
っ
て
取
り
締
ま
る
べ
き
」
と
し
て

特
措
法
が
可
決
し
、
施
行
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
個
人
の
自
由
と

社
会
と
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

原
田
正
樹
氏
は
、「
ど
ん
な
状
況
に

な
ろ
う
と
、
人
間
の
尊
厳
が
ウ
イ
ル
ス

に
負
け
て
は
な
ら
な
い
。
い
や
本
当
は

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
る
の
で
は
な
く
、
個

人
の
尊
厳
を
蹂
躙
し
よ
う
と
す
る
人
や

社
会
に
負
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。

　

先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
き
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
保
育
所
に
、
園
児
や
保
護

者
か
ら
励
ま
し
の
手
紙
や
メ
ー
ル
が
届

い
て
い
る
と
い
う
。

　

園
児
か
ら
の
手
紙
に
は
、
笑
顔
を
見

せ
る
職
員
２
人
の
絵
と
と
も
に
「
せ
ん

せ
い
へ　

い
つ
も
あ
そ
ん
で
く
れ
て
あ

り
が
と
う　

ご
め
ん
ね
じ
ゃ
な
い
か
ら

ね
」と
い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
言
葉
の
意
味
が
、
今
ほ
ど
心
に

深
く
届
く
時
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
第
三
波
の
中
に
置
か

れ
て
い
る
。緊
急
事
態
宣
言
が
１
か
月
延

長
さ
れ
、３
月
７
日
ま
で
と
な
っ
た
。

（
２
月
８
日　

執
筆
）

　

文
京
学
院
大
学 

教
授 

中
島
修
氏

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

治
療
の
最
前
線
で
支
え
て
い
る
医
療
・

福
祉
関
係
者
と
そ
の
家
族
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
が
、
な
ぜ
つ
ら
い
目
に

遭
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
大
人

が
正
し
く
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
を
導

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

痛
感
す
る
。」
と
訴
え
る
。

　

そ
し
て
、
原
田
正
樹
氏
は
、「
感
染

し
て
し
ま
っ
た
人
の
こ
と
を
思
い
や

り
、
最
前
線
で
支
え
て
い
る
人
々
に
感

謝
し
、
今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
。
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
、

見
失
っ
て
は
い
け
な
い
。
今
、
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
大
切
に
し
て
き
た
世
界
観
だ

と
思
う
。」
と
語
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習

の
本
質
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い

つ
つ
、
地
域
共
生
社
会
へ
の
歩
み
を
続

け
て
い
き
た
い
。

出
典
：�

監
修
・
日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
習
学
会
「
ふ
く
し

と
教
育
」
２
０
２
０
通
巻
29
号

よ
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と

�

ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
」

�

原
田　

正
樹

「
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
福
祉
教
育
実
践
の

�

必
要
性
を
共
有
す
る
！
」

�

中
島　
　

修
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お　

知　

ら　

せ

　

昨
今
、全
国
的
に
、農
業
と
福
祉
の
連

携「
農
福
連
携
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
農
業
に
携
わ
る
こ

と
で
補
う
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る

人
に
と
っ
て
は
、
就
業
機
会
の
確
保
や

収
入
の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

本
県
で
は
、「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
の
中

か
ら
、
主
に
農
産
物
や
農
産
加
工
品
を

販
売
す
る「
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
12
月
６
日

（
日
）
に
、Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
Ｊ
Ａ
Ｍ
広
場
で

開
催
し
、
多
く
の
県
民
の
方
に「
農
福
連

携
」の
取
組
を
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

３
月
20
日（
土
）に
は
、
キ
ャ
ナ
ル
シ

テ
ィ
博
多
で
開
催
し
ま
す
。「
ま
ご
こ
ろ

製
品
」の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
も
目
白
押
し
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ま
ご
こ
ろ
製
品

シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
つ
く
る
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

お
菓
子
や
加
工
食
品
、
雑
貨
な
ど
素

敵
な
商
品
を
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
お
支
払

い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
用
に
、

贈
り
物
に
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
ま
ご
こ
ろ

製
品
シ
ョ
ッ
プ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　

http://m
agokoro-pr.com

/

　

本
県
で
は
、
県
の
施
策
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
各
戸
配
布

広
報
紙「
福
岡
県
だ
よ
り
」の
録
音
版
・

点
字
版
や
、
県
の
魅
力
な
ど
を
掲
載
し

た
グ
ラ
フ
誌
「
グ
ラ
フ
ふ
く
お
か
」
の

点
字
版
「
点
字
ふ
く
お
か
」
な
ど
、
障

が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
「
福
岡
県
だ
よ
り
」
録
音
版

�

（
年
６
回
発
行
）

○
形　

態

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版

　

Ｃ
Ｄ
デ
イ
ジ
ー
版

�

（
読
取
専
用
機
が
必
要
）

○
申
込
先

　

福
岡
点
字
図
書
館

　

TEL 
０
９
２-

５
８
４-

３
５
９
０

　

FAX 
０
９
２-

５
８
４-

１
１
０
１

■
「
福
岡
県
だ
よ
り
」
点
字
版

�
（
年
６
回
発
行
）

■
「
点
字
ふ
く
お
か
」

�

（
年
４
回
発
行
）

○
申
込
先

　

福
岡
県
盲
人
協
会

　

TEL 

０
９
２-

９
２
３-

６
３
３
６

　

FAX 

０
９
２-

９
２
３-

６
３
３
９

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県 

県
民
情
報
広
報
課 

広
報
係

　

TEL 

０
９
２-

６
４
３-

３
１
０
２

　

FAX 

０
９
２-

６
３
２-

５
３
３
１

『
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ
』
を

�
福
岡
市
で
開
催

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
を
ネ
ッ
ト
で

�

購
入
い
た
だ
け
ま
す
！

障
が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た

�

県
広
報
の
ご
案
内
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〈ボランティア申込〉

〈大会詳細〉

「
福
岡
県
障
が
い
者

芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

本
県
で
開
催
す
る
県
内
最
大
級
の
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る「
福
岡

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
申
込

を
開
始
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
大
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�
競
技
種
目
：
陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、卓
球
、ボ
ッ
チ
ャ

■�

競
技
日
程
：
令
和
３
年
５
月
１
日
㈯
・

９
日
㈰
・
15
日
㈯

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

TEL 

０
９
２-

６
４
３-

３
９
９
１

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

本
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
介

護
が
必
要
な
人
、
妊
産
婦
な
ど
、
車
の

乗
り
降
り
や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人

が
、
公
共
施
設
や
店
舗
を
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
「
ふ
く
お
か
・
ま
ご

こ
ろ
駐
車
場
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、利
用
対
象
者
以
外
の
駐
車
、

有
効
期
限
切
れ
の
利
用
証
の
使
用
に
よ

り
、
困
っ
て
い
る
利
用
者
が
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
と
譲
り
合
い
が
大
切
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
を
行
う
障
が
い
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
に
対
す
る
相
談
支
援
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
自
分
を
表

現
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
活
動
す
れ
ば

い
い
の
？
」「
絵
画
作
品
を
発
表
し
た

い
け
れ
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
い
。」
な
ど
、
文
化
芸
術
活
動
に
関

し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日
時
：
毎
週
火
曜
日
～
土
曜
日

�

（
日
曜
、月
曜
、祝
日
は
お
休
み
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
「
福
岡
県
障
が
い
者
芸
術
文
化
活
動

�

支
援
セ
ン
タ
ー
」Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ

　

TEL
・
FAX 

０
９
２-

５
１
６-

０
６
７
７

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を

ご
覧
く
だ

さ
い
。

福
岡
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

�

参
加
者
申
込
み
を
開
始
し
ま
す

思
い
や
り
と
譲
り
合
い
！

�「
ふ
く
お
か
・
ま
ご
こ
ろ
駐
車
場
」
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【福岡県からのお知らせ】
４月２日は世界自閉症啓発デー

４月２日から８日は発達障害啓発週間です。
聴覚障がいのある人への
支援者養成講座（予定）

「障がい」に関する基礎知識や
合理的配慮のポイントをお伝えします！！

　毎年４月２日は国連が定めた「世界自
閉症啓発デー」です。日本では４月２日
から８日の１週間を「発達障害啓発週間」
としています。

発達障がい啓発講演会
■日　時：４月４日（日）13時～ 16時
　　　　　（12時から受付）
■場　所：クローバープラザ
　　　　　アリーナ棟２階大ホール
　　　　　（春日市原町3-1-7）
■内　容：�坂井聡さん（香川大学教育学部

特別支援教育講座教授）による
講演「発達障がいのある人との
コミュニケーションのトリセツ」

■定　員：400人（※先着順・事前の申込必須）
■参加費：無料
■申込締切：３月19日（金）17時

《申込・問い合わせ》
　福岡県発達障がい者支援センター　ゆう・もあ
　☎ 0947-46-9505　FAX 0947-46-9506
　E-mail: yumoa2@houtokukai.com

　聴覚障がいのある人への情報提供を支援するた
めに必要な知識・技術が習得できる講座を予定し
ています。

手話通訳者養成講座
■対　象：
　�手話検定２級以上に合格しており、日常的に手

話活動をしている県内在住の18歳以上（令和３
年４月１日現在）で、手話通訳者として県内で
の活動を希望し、以下の条件を満たす人

　（通訳Ⅰ）手話奉仕員養成講座修了者
　（通訳Ⅱ）上記（通訳Ⅰ）修了者
　（通訳Ⅲ）上記（通訳Ⅰ）、（通訳Ⅱ）修了者
　※全講座の８割以上出席できることが条件です
■期　間：
　（通訳Ⅰ）４月開講予定（約６ヶ月間）
　（通訳Ⅱ）10月開講予定（約６ヶ月間）
　（通訳Ⅲ）５月開講予定（実習修了まで）
■場　所：クローバープラザ
　　　　　（春日市原町3-1-7）

※参加費無料（テキスト代別途要）
※要申込（先着順）

《申込・問い合わせ》
　福岡県手話の会連合会
　☎ 092-584-3649　FAX 092-584-3649

要約筆記者養成講座
■対　象：�県内在住の18歳以上（令和３年４月１

日現在）で、要約筆記者として県内での
活動を希望する人

■期　間：５月開講（約10 ヶ月間）
■場　所：クローバープラザ
　　　　　（春日市原町3-1-7）

※参加費無料（テキスト代別途要）
※要申込（先着順）

《申込・問い合わせ》
　福岡県聴覚障害者協会
　☎ 092-582-2414　FAX 092-582-2419

　企業・事業所が主催する研修会等に、
障がい者差別解消専門相談員が講師とし
て出向き、「障がい」に関する基礎知識や
合理的配慮のポイントをお伝えします。

■日　時：平日・土日・祝日（年末年始を除く）
　　　　　10時から20時まで
■会　場：�会場の手配、使用料等は、申

込者負担
※会場は、福岡県内限り　※座学形式
■講師派遣費用：�交通費の支給や謝礼等、

不要

《申込・問い合わせ》
　福岡県障がい福祉課社会参加係
　☎ 092-643-3264　FAX 092-643-3304
　E-mail：shakaisanka@pref.fukuoka.lg.jp
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ほんだな
福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行って
います。

●利用時間　９：００～１７：００　
●休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く） 
●貸　　出　図書・ビデオ・ＤＶＤ　合計１０点まで
　　　　　※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
　　　　　※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）
●貸出期間　２週間以内
●問い合わせ先　福祉情報センター　〒816-0804　春日市原町３丁目１番地７

クローバープラザ東棟２階　　　　　　　　　
　　　　　　　　TEL　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

精神障害・発達障害のある方とともに
働くためのQ＆A50　～採用から定着まで～

眞保　智子　編著　　出版：日本加除出版

障害がある子どもの時計・お金の基礎学習
宮城　武久　著　　出版：学研教育みらい

障害のある子が「親なき後」も幸せに暮らせる本
鹿内　幸四朗　著　　出版：大和出版

DVDでよくわかる 基本の手話
すぐに使える会話と表現　新版

野口　岳史　監修　　出版：メイツ出版

　採用、実際に働いてから定着に至るまでなど、
雇用の様々な場面における実践知を学べます。
　障がいのある方とともに働く職場づくりに精通
している企業の経営者や人事担当者、地域の就労
支援を担う専門職や医師、研究者など総勢24名に
よる執筆です。

障がい児者の自立のためのスキル獲得をあきらめな
い！保護者からの希望も多い、実生活に関わる学習指

導として、アナログ時計を読む～時間の
たし算・ひき算、お金を数えて金額を
言う～正しく支払う、パズル絵の形を理
解して正しく並べるなどのスモールス
テップの指導方法を紹介した一冊です。

　30年後、私たちが死んだら“うちの子”どうなる?
　逃げられない現実にどう向き合い、手を打って
いったらいいのか。「親心後見」「とりあえず遺言」

「財産管理委任契約」など、子どもの一生を守るた
めに今から親がすべきことを記した一冊です。

　初めて手話を学んでみようとする人を対象に、
手話の基本的な言葉から日常でよく使う実用的な
会話までを紹介しています。
　手や指の動かし方、表情、体の動きなど手話を
使うときに大切な事項を写真や説明文で解説した
一冊です。
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発行　福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター）

価格　１部　１，３００円（税込）　A４判 ４８９頁

★障がい者福祉制度・施策を満載

　１　手帳制度	 　８　就労
　２　保健・医療・衛生	 　９　まちづくり・ボランティア
　３　日常生活援助	 １０　住宅
　４　教育・育成	 １１　移動・交通
　５　療育・訓練	 １２　教養・余暇・スポーツ
　６　年金・手当	 １３　情報・通信・コミュニケーション
　７　税金

★県内における障がい福祉サービスの利用状況等を掲載

★県内全市町村の実施する地域生活支援事業・地域生活支援促進事業を網羅

　・　相談支援事業	 ・　移動支援事業
　・　意思疎通支援事業	 ・　地域活動支援センター機能強化事業
　・　日常生活用具給付等事業	 ・　その他の事業

★各種相談窓口、施設名簿、地域活動支援センター等を掲載

　�　購入を希望の際は、下記窓口にお越しいただくか、申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸまた
は郵送でお申込みください。

　　　　　　送　料：１部まで ６１６円（九州内※離島除く）、２部以上４部まで ７４８円
　　　　　　　　　 ５部以上及び九州外、離島の送料は、下記へ問い合わせください。

　　【申し込み・問い合わせ先】
　　　　福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　人材・情報課
　　　　〒816-0804　春日市原町３-１-７　クローバープラザ東棟２階
　　　　ＴＥＬ　092-584-3330　ＦＡＸ　092-584-3319

障がい者福祉情報ハンドブック２０２０　申込書
申込部数 部 ×１，３００円 ＋ 送料　が 御請求額になります。

氏名・団体名 担当者名

送付先 〒

TEL FAX

備考

福岡県障がい者福祉情報
ハンドブック２０２０
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